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前回住民会議のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●住民協働 

●情報共有 

●人権（参画） 

●財政 

●地域コミュニティ充実 

●事務処理合理化・効率化 

●その他住民サービス 

●公共施設等 

基本方針：「ひと」と「人」が綱がりみんなで参加できるまちづくり 

会議中の 

無料託児所 

人と人の 

キャッチボール 

参加しやすい 

まちづくり 

参加しやすい時間の 

会議（まちづくり） 

会議に参加

したら、T ポ

イント 

託児所の時間

を長く 

クラウドファンド

による新たな取り

組みの創出 

ソーシャル

ワーカーを

地域ごとに 

総合的に相談

できるように 

マイナンバーを使用して、

本人が受給できる全サービ

スを調べられるシステム 

情報弱者 

女性優先ではない 

“協働” 

女性が参加する際

のバックアップ 

女性が参加しやす

い場づくり 

各住民会議に女性

が少ない 

残業を減らす 

一緒に働く 

議員の助成枠を設

ける 

情報を受け取る力 

集める力を育てる 

奨学金制度が 

弱い 

ハザードマップの

共有 

各種サービスメニ

ューの発信 

ゴミ分別方法など

は近隣で統一化し

てほしい 

情報提供を 

LINE アプリ・FaceBook 

などの SNS を活用 

住民票・戸籍・印鑑証明を 

殿の市町村役場でも取れた

ら便利 

町としての魅力を 

税外収入が少な

い 


